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1998年 度 に実施 した研 究は次 の3つ の主題 に関するものである。
①EMの 利用 によ る健康の回復 と維持
② ウコ ン、ウイキ ョウ、にんに く等、薬効のあ る植物の 合理的な栽培法、貯蔵法お よび利 用法
③ 水の活性化
1、EMの 利用 による健康の回復 と維持
EMと はEffectiveMicro-organisms(有 効 微生 物 群)の 略 で あ り、琉 球 大 学 農学部 教 授 、比嘉 照 夫
に よ り開 発 され た、IQ属80種 以 上の 微 生 物(主 な もの は光 合成 菌 、乳 酸 菌、酵 母、ク ラム陽 性 の 放線
菌 、発 酵 系 の糸 状菌 等)よhな る。 本来 、植 物 の栽 培 に 資す る 目的 で開 発 され た もの で あ るが 、
EMお よ びそ の作 り出す 酵素 で あ るEMXを 服 用 す る こ とに よ り、 人体 内 で発生 す る活性 酸 素 の
過 剰 分 を除 去 して健康 の回復 や維持 に役 立 て る 可能性 が 指摘 され てい る。 この研 究 は、 その効
果を、我 が身 を実験 体 と して験 した もの で あ る。 この1年 間 に わた り、EM液 の20倍 希釈 液 を
1日 に200m1,EMX清 涼飲 料 水 を1日 に20m1飲 用 し続 けた。 その結 果、従 来 、1年 当た り、
2、3回 起 こり、3～4日 間続 い た突 発 性腰 痛 の発 作 が全 くな くな った。 この他 、定 量的 には
把 握 しに くいが 、皮 膚 の張 り、身体 の 前屈 や後 伸 の容 易 さ、 高速 歩 行 の持 久度 等 に効 果が 見 られ
る。 今後 、効 果 の定量 的 把握 につ い て考 え て行 きた い,
2.ウ コ ン、 ウイキ ョウ、 にん に く等 、薬 効 の あ る植 物 の 合理 的 な栽 培 法 、貯 蔵法 お よび利 用法
(イ)栽 培法
農薬および化学肥料 を一一切使 用 しない。 米糠、油粕 および魚粉の混合物をEMで 発酵 させて作 ・
たEMほ か しを土壌 に鋤 きこみ、 ヒ述 した植物の体質 を強める方法を とった。 これ によ り、平
塚 の地 において亜熱帯 に属する沖縄 におけると同程度の収 量をあげることが出来た。 これは.
基本的には、EMに 含 まれている光合成菌が、土壌にふ りそそ ぐ太陽放射をエネ ルキー源 と し、
土壌中の有機物 を基質 として用い、ア ミノ酸 、核酸や糖類を 含成することによるとみ られる。
この糖類を基質 として、EMに 含 まれ ている乳酸 菌は乳酸を作 る。 これは病原 とな る菌核 菌の
繁殖 と働 きを抑制す る。EMに 含まれている酵 母は、上述 したア ミノ酸 や糖類および 上壌中の
有機物を材料 と してホルモ ン等の生理活性物 質を作 り出 し、これは栽培植物の根や細 胞の分裂 を
活性化す る。EM中 の放射菌群は、上述 したア ミノ酸 などを用 いて抗菌物質 を作 り出 し、病原
菌や 、有害なカ ビの増殖 を抑え る。 また、EM中 の糸状菌群は、エ ステ ル生成 を効果的に行い、
ウジや有害昆虫の発生を防 ぐ働 きをす る。 これ らの働 きが互 いに相侯つて植物群の良好な発育
を助 けたと考え られる。 なお、上述 した乳酸菌には、連 作障害の原因であるフザ11ウ ムの増殖
を抑 制す る働きがあると期待 される.こ れにつ いては、今後 、現実 に連 作 してみることにより
験 してみ ることとす る、 にんに くについては、 この外 、高 々10ケ 位の鱗 片を含むに過ぎない鱗
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茎 を利用 した栽培で は、増殖率が低 いとい う課題かあ る.花 茎の 上部 に結実す る種子(小 鱗 片
状)か らの発芽を利 用する ことを も実施する。 目 ド、その試 みを行 って おり、今後 、 これ らの
苗がどの よ うに成長す るか を験 べて 行 く,,
(の ウ コンの保存法
熱帯原産 のウ コ ンは寒 さに出会 うと霜枯れて しま う。 これを防 ぐため、 もみ殻 を乾溜 して作 ら
れた"く ん炭"を 利用す ることを試みてい る。 くん炭については、土壌改良材 と して、青果物
や花卉 の鮮度保持材 と して、また、微生物 の増殖材 と して農業で重用 され る気運 にあ り、更 には
水の浄化材 や水 中微生物増殖材 と して養殖漁業で も、 一部 で用 い られ始 めている。 これをふ ま
え、 ここで はウ コンの保温 と鮮度保持 を主 な目的 と して、炭、特 に使 いやすい くん炭 の中にウコ
ンを埋 め こんで保存 して いる。 大寒 を過 ぎた2月 末現在、 ウコ ンの保存状態は大変良好であ る。
(ハ)ウ コンの利用法
ここで言 うウコ ンは薬効の高 い春 ウコ ン(学 名:ク ル クマ ア ロマテ ィカ)で あ り、 カレー粉の
原料 として用 い られる秋 ウ コン(学 名:ク ル クマ ロ ンガ)と は異 な る。 春 ウコ ンの主成分で
あるクル ク ミンを最大限 に利用すべ く、却 し金でおろ して蜂蜜漬 けと し、毎 日飲用 に供 して いる。
1日 当た りウコ ン10グ ラムが適量 とされる。 肝臓 の機能を助 けると期待 され る。 この他、
葉部を 日蔭干 しに し、 それを茶 の代 わ りに用 うる外 、入浴剤 と して も利用 してい る。 その効果
を調べつつあ る。
3.水 の活性化
人間 を含む生物 に とって、水 が必要不可訣 なことは勿論 である。 その水 は特異 な分子構造 、す
なわち、分子 を構成す る1ケ の酸素 イオ ンの負電荷 と2ケ の水素 イオ ンの正電荷の重心 が一致 し
ない構造 を持 つ ため、分子は電気的な双極子を形成 している。 この ため、電解質 を融 か しやす
い性質を持 って いる。 一般 に水 の浄化が必要 な所以で ある。 しか も、水において は、1ケ の
水素 イオ ンを2ケ の水 分子 が共有 する、いわゆ る水素結合の状態 にあ り、水分子 クラスターが形
成 されている。 生物 に とって は、 クラスター状 の水 よりも、分子 が1ケ ずつ に分離 した状態 に
ある水 の方が、健康維持の上で望 ま しいとされ る。 このため、植物 を育 てるに当た って も、動
物 を飼 うに当た って も、また人間の生 活に当た って も、そ こで用 うる水を分子が分離 した状態 に
保つ ことが必要で ある。 これを活水 とよぶ こととす る。 水を効率 よ く安債に活性化ず る方法
の開発を、 ここではね らう。 なお、水は活性 化するとその蒸発速度 が減 少する ことが見い出 さ
れて いる。 この現象 を利 用 し、水 の活性化 の度合 いを把握 で きる。 その測 り方について工夫
を こらしつつ ある。 また、主題で ある水 の活性化の具体的方法 と して、ω水流 に磁場 をか ける
方法、お よび(2}水に強力 な超音波をあてる方法を とり上げ、磁場 や超音波場の強 さおよび周波数
等 につ いて、効果 と経済性の面か ら検討 して行 くことと して いる。 また、 フォ ッサ マグナ上
の信州の和 由峠 か ら出 る黒 曜石 の電磁放射 も、水 の活性化の働 きを持 つ とい う。 これ について
も調べて行 きたい。 そ して、 この課題に とっての研究の最 も重要 な点は、水 の活性化の実態 と
健康 との係わ りを科学的 に究明す る ことであ る。
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